
　
健康科学部心理学科の読替科目名
（必修・選択）

ー ① 公認心理師の職責

② 心理学概論 心理学概論（必修）

③ 臨床心理学概論 臨床心理学入門（必修）

④ 心理学研究法 心理学研究法Ⅰ・Ⅱ（必修）

⑤ 心理学統計法 社会と統計（必修）

⑥ 心理学実験 心理学実験演習Ⅰ・Ⅱ（選択）

⑦ 知覚・認知心理学 認知心理学（選択）

⑧ 学習・言語心理学 学習心理学（選択）

⑨ 感情・人格心理学 パーソナリティ心理学（選択）

⑩ 神経・生理心理学 神経心理学（選択）、生理心理学（選択）

⑪ 社会・集団・家族心理学 社会心理学（必修）、グループ・ダイナミックス（選択）

⑫ 発達心理学 発達心理学（必修）

⑬ 障害者・障害児心理学 発達障害の心理学（選択）

⑭ 心理的アセスメント 心理アセスメント実習Ⅰ・Ⅱ（選択）

⑮ 心理学的支援法 心理療法論（必修）

㉔ 心理演習 プレイセラピー・カウンセリング実習Ⅰ・Ⅱ（選択）

㉕ 心理実習（80時間以上） 心理学実践演習（選択）

⑯ 健康・医療心理学 医療臨床心理学（選択）、メンタルヘルス論（選択） ※ⅣかⅤかどちらかの科目として読替可

⑰ 福祉心理学

⑱ 教育・学校心理学 教育心理学（選択）・教育臨床心理学（選択）

⑲ 司法・犯罪心理学 犯罪心理学（選択）

⑳ 産業・組織心理学 産業・組織心理学（選択）

⑯ 健康・医療心理学 医療臨床心理学（選択）、メンタルヘルス論（選択） ※ⅣかⅤかどちらかの科目として読替可

㉑ 人体の構造と機能及び疾病 医学知識（選択）

㉒ 精神疾患とその治療 精神疾患とその治療Ⅰ（PSW希望者対象科目）

ー ㉓ 関係行政論

2020年度ガイダンス資料（ 4年生対象）
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公認心理師資格読替科目について

　公認心理師法が2017年9月15日に施行されました。公認心理師法施行日前に大学に入学した学生（現在心理学科の3, 4
年生）については、国家試験受験資格に必要な科目のうち、大学で取得すべき科目に関して、以下の特例措置が適用され
ます。以下の表に示す「省令で定められた①～㉕の科目」のうち、Ⅰ～Ⅴ群それぞれに指定された科目数以上を単位取
得して卒業することにより、国家試験受験資格のうち、「大学において必要な科目」を修めたことになります。なお、国家試
験受験資格を得るには、その後に、公認心理師カリキュラム対応の大学院に進学し省令で定められた科目を単位取得す
るか、あるいは、省令で定められた実務経験を積むことが必要です。
　本学では、以下に示す「読替科目」を、「省令で定められた①～㉕（①、⑰、㉓を除く）の科目」に対応するものとして認定し
ます。（ただし、今後、文科省・厚労省の方針により、変更の可能性もあります。）
　卒業後、公認心理師を目指す可能性がある方は、以下の条件を満たすように履修してください。
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省令で定められた科目名


